
(敬称略、五十音順) 

平成 23年度畜産振興補助事業の評価結果の公表について 
 

平成 24年 12月 11日 

地方競馬全国協会 畜産振興部 
 

地方競馬全国協会(以下「NAR」という。)では、NAR が行う畜産振興補助事業(以下「補助事

業」という。)を効果的かつ効率的に実施するため、前年度に終了した補助事業を評価(以下「事

業評価」という。)する仕組みを導入しています。 

客観的かつ的確な事業評価を行うにあたり、NAR は、外部有識者から構成される「畜産振興

補助事業評価委員会(以下「評価委員会」という。委員名簿は表参照)」を設置し、評価委員会の

意見を聴いています。 

また、NARは、事業評価の結果を外部に公表することにより、補助事業の有効性及び透明性

を確保することとしています。 

平成 24 年度は、平成 23 年度に実施された補助事業(68 団体、92 事業件数、補助金

614,778千円)を対象として事業評価を行い、今般、その結果がまとまりましたので公表します。 

 

表．畜産振興補助事業評価委員会委員名簿 

委員氏名 所    属 役 職 名 備考 

小 澤 周 司 財団法人 全国競馬・畜産振興会 業 務 部 長 座長 

酒 井    豊 独立行政法人 家畜改良センター 理    事  

関 川 寛 己 独立行政法人 農畜産業振興機構 畜産振興部長  

本 好 茂 一 日本獣医生命科学大学 名 誉 教 授  

守 部 公 博 社団法人 家畜改良事業団 理    事  

 

図．「評価の基準」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価視点 

Ⅰ計画の達成度 

 

Ⅱ事業の有効性 

Ⅲ事業の効率性 

「視点別評価」の合計点に基づく総合評価 

10点以上 (12点未満) = Aランク 

8点以上 10点未満 = Bランク 

6点以上 8点未満 = Cランク 

6点未満  = Dランク 

 

公表対象事業 

評価手法 

単年度補助金額が概ね 1千万円以上の事業 

計画目標(指標)の達成度を評価 

事業を導入した地域及び時期、畜産を巡る 

情勢等を踏まえた事業実施の有効性を評価 

事業実施により生じた効用を踏まえた、費用
(補助金額)に対する効果を評価 

視点別評価(指標) 

4点 (大変評価できる) 

3点 (十分評価できる) 

2点 (概ね評価できる) 

1点 (あまり評価できない) 

0点 (ほとんど評価できない) 
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【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

事 業 名 Ⅰ－(1)　登録推進 事業実施主体名 公益社団法人 日本馬事協会

補助金等の名称 技術料、登録推進費

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

補助金額
（千円）

前年度（22実績） 評価年度（23実績） 今年度（24計画） 備　考

44,585 42,220 45,400

　農用馬の血統と個体識別を明確にし、繁殖成績を記録することによって馬の改良増殖を図るととも
に、ばんえい競馬の公正確保等に寄与するため、次に掲げる事業を実施した。

　ⅰ　種馬登録審査　・・・・・・・ 　北海道及び青森、岩手、島根、熊本、宮崎各県の輓系馬を主体に登
録を実施した。

　

　ⅱ　登録実務者研究会　・・・ 　種馬登録審査を厳正に行うための実務者研究会並びに馬の毛色及
び特徴記載方法の講義と実馬による検討会を開催した。23年度は9名
を対象に実施した。（実施場所：地方競馬教養センター）

　

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

血統登録および事務の円滑化

〔地全協〕
(平成23年度)畜産振興事業補助実施要綱

登録審査、実務者研究会等

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本馬事協会種馬登録規程

生産者等

事
業
の
内
容

0  
1  
2  
3  
4  

Ⅰ計画の達成度 

Ⅱ事業の有効性 
Ⅲ事業の効率性 

（費用対効果） 



趣旨

実施方法

受益対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

6,827 6,108 5,859

　ⅲ　純粋種種雌馬導入費  　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種を導入
し、飼養者に3年以上の貸付契約により、貸し付ける事業に導入費の
一部を補助した。（導入馬1頭につき189千円以内）

　ⅳ　農用種雌馬導入費　 　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種以外を導
入し、飼養者に3年以上の貸付契約により、貸し付ける事業導入費の
一部を補助した。（導入馬1頭につき126千円以内）

前年度（22実績） 評価年度（23実績） 今年度（24計画） 備　考

Ⅰ－(3)
農用種雌馬の改良増殖推進

事業実施主体名 阿寒農業協同組合 他9団体

純粋種種雌馬繁殖奨励費、農用種雌馬繁殖奨励費、
純粋種種雌馬導入費、農用種雌馬導入費、
推進事務費

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

農用馬の改良及び生産振興

〔地全協〕
（平成23年度）畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
農用種雌馬の繁殖奨励金交付規程
農用種雌馬の貸付規程

奨励金交付、導入費補助

農用馬の管理・飼養者、生産者

【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

総
合
評
価

合　　計　　点

事 業 名

ランクの定義
評　価　結　果

視点別評価の合計点が6点以上8点未満
8

視点別評価の合計点が8点以上10点未満

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

補助金額
（千円）

事
業
の
内
容

　ⅰ　純粋種種雌馬繁殖奨励

　農用馬の改良及び生産振興を図るため、次に掲げる事業を実施した。

補助金等の名称

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

 　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種の輓系農
用種雌馬を外部から導入し、又は、自家生産し保留した飼養者に奨
励金を交付した。（導入・自家保留馬1頭につき189千円以内）

　ⅱ　農用種雌馬繁殖奨励 　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種以外の輓
系農用種雌馬を外部から導入し、又は、自家生産し保留した飼養者
に奨励金を交付した。（導入・自家保留馬1頭につき126千円以内）

0  
1  
2  
3  
4  

Ⅰ計画の達成度 

Ⅱ事業の有効性 
Ⅲ事業の効率性 

（費用対効果） 
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実施方法
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Ａ

Ｂ

Ｃ

ＤＢ

【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

視
点
別
評
価

総
合
評
価

上川生産農業協同組合連合会
他10団体

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

事
業
の
内
容

　農用馬の生産促進及び牽引能力の改良を図るため、次に掲げる事業を実施した。

○純粋種種雄馬1頭につき・・・62千円以内
○純粋種以外種雄馬1頭につき・・・31千円以内

③改良促進奨励
　ⅰ　優良種雄馬改良促進奨励　・・・ 　当該年度のばんえい能力検査合格馬（初合格時のみ）の父馬飼養者に奨

励金を交付した。（合格馬1頭につき25千円以内）

○純粋種　・・・　子馬1頭につき35千円以内
○純粋種以外
　・当該年の奨励金対象馬(純粋種を含む)が6頭以上の生産者・・・子馬1頭につき28千
円以内
　・当該年の奨励金対象馬(純粋種を含む)が3頭以上5頭以下の生産者・・・子馬1頭に
つき24千円以内
　・当該年の奨励金対象馬(純粋種を含む)が1頭以上2頭以下の生産者・・・子馬1頭に

　ⅲ　優良種雌馬保留奨励　・・・・・・・

事 業 名 Ⅰ－（4）　農用馬の繁殖奨励 事業実施主体名

補助金等の名称

【要綱、事業実施要領、その他】
〔地全協〕
(平成23年度)畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
優良種雄馬繁殖奨励金交付規程
子馬生産奨励金交付規程
優良種雄馬改良促進奨励金交付規程
優良種雌馬改良促進奨励金交付規程
優良種雌馬保留奨励金交付規程

事
業
の
目
的

種付奨励費、生産奨励費、優良種雄馬改良促進奨励費、優良種雌馬改良促進奨励費、
優良種雌馬保留奨励費、推進事務費

備　考

　当該年に帯広市が行う地方競馬において初出走をした競走馬の母馬であ
り、自身も地方競馬での出走履歴を持つ種雌馬飼養者に奨励金を交付し
た。（出走馬1頭につき100千円以内）

①優良種雄馬繁殖奨励
　種付奨励　・・・・・・・・ 　当該年に種付した輓系種雄馬の飼養者に奨励金を交付した。

②子馬生産奨励
　生産奨励　・・・・・・・・

　
当該年産で、公益社団法人 日本馬事協会が行う血統登録を受けた輓系農用馬の生
産者に奨励金を交付した。

　当該年度のばんえい能力検査合格馬（初合格時のみ）の母馬飼養者に奨
励金を交付した。（合格馬1頭につき100千円以内）

　ⅱ　優良種雌馬改良促進奨励　・・・

農用馬の生産促進
及び牽引能力の改良

奨励金交付

農用馬の管理・飼養者、生産者

評価年度（23実績） 今年度（24計画）(予算）

81,133

視点別評価の合計点が6点未満

補助金額
（千円）

前年度（22実績）

評　価　結　果
ランクの定義

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

判　定（ランク）

77,389 95,000

0  
1  
2  
3  
4  

Ⅰ計画の達成度 

Ⅱ事業の有効性 
Ⅲ事業の効率性 

（費用対効果） 



趣旨

実施方法

受益
対象者

　

　

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

農用馬の生産者等

事
業
の
内
容

　農用馬生産者の生産意欲を高めることにより、ばんえい競馬の競走馬の資源確保を図るため、
次に掲げる事業を実施した。

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ

今年度（24計画） 備　考

14,453 14,389

【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
〔地全協〕
(平成23年度)畜産振興事業補助実施要綱

〔事業実施主体〕
・公益社団法人日本馬事協会優良農用馬
 資源確保 緊急対策事業助成実施要領
・帯広市優良農用馬資源確保緊急特別
 対策事業実施要領

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

事
業
の
目
的

農用馬の資源確保

生産奨励金の交付

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点未満

事 業 名
Ⅰ－(5)　その他
優良農用馬資源確保緊急特別対策

事業実施主体名 公益社団法人 日本馬事協会

補助金等の名称 ばんえい競馬生産者賞費、事業推進事務費

14,500

ⅰ　生産者賞の交付　・・・・・ 　帯広市番組編成要領で定める2歳馬競走118競走を対象とし
て、各競走の優勝馬等(1着～3着)の生産者に対して生産者賞と
して生産奨励金を交付した。

ⅱ　事業推進の事務　・・・・・ 　対象競走の選定。生産者への生産奨励金交付に係る事務。
生産者賞の広報宣伝。

補助金額
（千円）

前年度（22実績） 評価年度（23実績）

0  
1  
2  
3  
4  

Ⅰ計画の達成度 

Ⅱ事業の有効性 
Ⅲ事業の効率性 

（費用対効果） 



趣旨

実施方法

受益対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

評　価　結　果

視
点
別
評
価

畜産経営の安定及び高度化

事
業
の
内
容

地域畜産協会への経営技術指導
総括畜産コンサルタント試験の実施
地域畜産協会業務の円滑化の推進
畜産関係団体の調整機能の強化等

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

地域畜産協会、生産者、消費者

補助金額
（千円）

今年度（24計画）評価年度（23実績）

【要綱、事業実施要領、その他】

〔地全協〕
(平成23年度）畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
　①第50回総括畜産コンサルタント資格
　　試験実施細則
　②平成23年度新任者研修実施要領
　③平成23年度経営指導従事者専門
　　研修実施要領
  ④平成23年度畜産関係団体調整機能
　　強化事業委託要領

事 業 名 Ⅱ-(1) 地域畜産支援指導等体制強化 事 業 実 施 主 体 名 社団法人　中央畜産会

事
業
の
目
的

補 助 金 等 の 名 称 担い手育成・確保・増強推進費、畜産関連公益活動推進費、地域畜産活性化推進費

根
　
拠

ランクの定義

合　　計　　点
視点別評価の合計点が6点以上8点未満

視点別評価の合計点が8点以上10点未満

　道府県畜産協会等が実施する地域畜産支援指導等体制強化事業に準ずる業務及び道府県畜産協会等の支援指導を行
う次に掲げる事業を実施した。
　なお、当該補助事業については、東日本大震災に伴う原発事故の影響による放射性物質や畜産物の風評被害への対応
に苦慮するなか実施されたものである。
　

　ⅰ　畜産の担い手育成・確保・増強に向けた体制強化を図る事業
　　〈道府県畜産協会等が実施する地域畜産支援指導等体制強化事業に準ずる事業〉
　　　・総括畜産コンサルタント資格試験の実施
　　　　（試験委員：10名、書類審査、面接試験、受験者30名、合格者17名）
　　　・畜産会業務円滑化推進業務の実施（大阪府、高知県、熊本県）
　　　・電算処理事業（畜産経営データベース及び畜特利子補給等電算処理関係業務の請負）

　ⅱ　地域畜産に対する理解増進等関連公益活動体制の強化を図る事業
　　〈畜産関係団体の活性化及び連携強化と生産者を中心とする支援組織づくりの推進〉
　　　・畜産会支援生産者組織整備事業（28府県）
　　　・地方競馬開催支援促進事業（競馬開催13道県）
　　　・支援生産者組織交流会開催事業は東日本大震災の影響により開催見送り
　　　・出版事業（月刊誌「畜産コンサルタント」、特別出版物の発行及びセミナーの開催）

　ⅲ　地域団体と連携協調体制の基盤強化を図る事業
　　〈畜産関係団体が実施する事業の円滑化、必要な知識等の強化を図ることを目的とする
　　 経営指導技術向上事業〉
　　　・新任基礎研修（研修者：18名、平成23年7月14日～15日、中畜）
　　　・経営指導従事者研修（研修者13名、平成23年9月14日～16日、広島オフィスセンター）
　　　・管理責任者・事務処理従事者研修（研修者：25名、平成24年3月28日、中畜）
　　　・農林水産省中央畜産技術研修会（派遣者数：92名）（うち研修旅費一部補助者31名）

80,684

前年度（22実績） 備　考

【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

総
合
評
価

74,235 77,200

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満
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【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

事 業 名 Ⅱ-(1) 地域畜産支援指導等体制強化 事 業 実 施 主 体 名
(社）北海道酪農畜産協会
他全国45団体

補 助 金 等 の 名 称
担い手育成・確保・増強推進費、畜産関連公益活動推進費、地域畜産活性化推進費、
馬事・畜産普及啓発推進費

事
業
の
目
的

地域畜産経営の安定及び高度化

畜産農家に対する経営指導、地域
畜産の普及啓発、馬事畜産振興等

畜産農家、一般消費者等

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
内
容

〔地全協〕
(平成23年度)畜産振興事業補助実施要綱

補助金額
（千円）

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

　道府県の支援を受けて、地域畜産経営の安定及び高度化を図る次に掲げる事業を実施した。
　なお、当該補助事業については、平成23年3月に発生した東日本大震災の被災地に対して全国の畜産関係者が
支援を行うとともに、原発の影響による放射性物質や風評被害への対応に苦慮するなか実施されたものである。

畜産の担い手育成・確保・増強に向けた体制強化を図る事業
　高度な経営技術を基礎とした効率的で生産性の高い畜産経営の発展を推進するため、畜産農家等に
対して、経営診断による改善指導、フォローアップ指導等の経営指導を行い、ホームページで広く経営情
報を提供し、畜産経営技術の高度化及び経営改善を図ること等を目的とした事業の実施。

地域畜産に対する理解増進等関連公益活動体制の強化を図る事業
　畜産物の生産現場や畜産の果たしている役割について消費者や児童生徒の理解を促し、都市と農村
の交流を図るため教育機関・関係諸団体と連携し、食育及びふれあい体験活動並びに情報の提供を行
うとともに、家畜伝染病や食肉の安全性等の情報を正確に伝達し、国内畜産への理解醸成と国産食肉
の安全安心の周知を図ること等を目的とした事業の実施。

今年度（24計画） 備　考

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

382,896 361,573

地域畜産の活性化推進体制の強化を図る事業
 地域畜産の実情に応じたブランド化事業等を推進し、地域畜産の生産基盤体制の強化及び活性化推
進体制の強化を図ること等を目的とした事業の実施。

馬事・畜産普及啓発の推進体制の強化を図る事業
　地方競馬の開催日等に合わせた畜産フェア等のイベントを実施し、地域における馬事・畜産の普及啓
発、地域畜産物の消費拡大等を図ること等を目的とした事業の実施。

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

前年度（22実績） 評価年度（23実績）

344,754
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（費用対効果） 



趣旨

実施方法

受益対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

前年度（22実績） 評価年度（23実績） 今年度（24計画） 備　考

3,372 16,000

【要綱、事業実施要領、その他】

23：東日本大震災支援対
策費11,000千円を含む。

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

事
業
の
目
的

震災被災県緊急対策
地方競馬支援
畜産の普及啓発
畜産物の消費拡大

冠競走への支援・
畜産フェアの実施

一般消費者等

事
業
の
内
容

　地方競馬並びに我が国の畜産の普及啓発（畜産物の消費拡大）とその活性化を図るため、次に掲
げる事業の実施した。
　
　ⅰ　地方競馬支援
　 ・　中央協議会（競馬見学会：）の実施（1回）【馬事畜産中央協議会対応】
　　　　　競馬見学会：浦和競馬場（平成24年3月23日、11団体24名参加）
 　・　農政局長賞の授与（関東・東海・九州農政局との連携、延べ6回授与）
　　　　　【馬事畜産中央協議会対応】
 　・　冠競走への支援（延べ64回）【馬事畜産地方協議会対応】
 
　ⅱ　震災被災県緊急対策
　 ・　被災県畜産物と普及啓発パンフレットを競馬場来場者へ配布（のべ17,240人）
　 ・　畜産フェアの実施（延べ20回）

　ⅲ　畜産・畜産物の普及啓発
 　・　畜産フェアの開催（上記ⅱ含む延べ104回）【馬事畜産地方協議会対応】

〔地全協〕
(平成23年度)畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
 平成23年度馬事畜産振興推進事業実施要領

補助金額
（千円）

【平成23年度畜産振興補助事業評価結果】

事 業 名 V-その他　馬事畜産振興推進 事 業 実 施 主 体 名 馬事畜産振興協議会

補 助 金 等 の 名 称 馬事畜産振興推進費

10,000
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（費用対効果） 


